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（総務省「大規模災害等緊急事態における通信確保の在り方に関する検討会」資料より） 1
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総務省が自治体等に提供した通信手段

○ ３月１２日、日本アマチュア無線機器工業会の協力得てアマチュア無線機３００台を、被災地のアマチュア無線
家に貸出。

○ ３月１４日、総務省から（財）移動無線センター及び（財）日本移動通信システム協会に対し、被災地支援を要請。
（MCA無線を被災地に計１１０台貸出）

○ ３月１４日、総務省から（社）全国陸上無線協会に対し、被災地支援を要請。要請を受けたメーカ等から各県災
害対策本部等に簡易無線計９２５台貸出。

○ ３月１５日、総務省の協力依頼を受け、日本通信(株)が宮城県・福島県災害対策本部を通じ避難所等にＩＰ
携帯電話端末（スマートフォン）約２００台を貸出。

○ ３月１９日、国際電気通信連合（ＩＴＵ）から貸出を受けた衛星携帯電話１０台を岩手県災害対策本部に貸出。

総務省は、震災後、直ちに関係機関に対し無線機の貸し出しを要請。アマチュア無線
機、ＭＣＡ、簡易無線機、ＩＰ携帯電話端末、衛星携帯電話を被災地に貸し出した。
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出典：総合通信基盤局総務課発表第５３報（４／１０）

※貸し出し順

（中国総合通信局「大災害発生時の情報流通の確保に関する検討会」資料より） 5


